
腱板テスト 記録・再評価シート
疑う筋腱 → 選んだテスト → 出た反応 → 次の確認 → 再評価条件を1枚で整理

1. 基本情報

評価日 評価者 対象側 □右 □左 □両側

主訴・受傷機転

疼痛部位 挙上 AROM / PROM AROM ____° / PROM ____°

2. 腱板テスト記録

区分 テスト 実施 痛み 筋力低下 lag / 保持不能 実施不可 所見・角度 / 代償

上方腱板

Full Can

Empty Can

Drop Arm（必要時）

後方腱板
外旋抵抗テスト

ER Lag Sign

肩甲下筋

Lift-off

Belly-press

Bear-hug

IR Lag Sign（必要時）

3. 反応の読み分け

反応 読み方 次に確認すること

疼痛のみ 症状再現として記録。疼痛だけで断裂とは判断しない 疼痛部位・角度、AROM/PROM、他の症状再現所見

疼痛＋筋力低下 疼痛抑制が混在する可能性を考える 低疼痛条件での出力、左右差、他方向の筋力

lag / 保持不能 単なる疼痛とは分け、構造的損傷を含め疑いを高める 同方向の筋力、別テスト、医師相談・画像評価の必要性

実施不可 陰性にせず「実施不可」と記録する 可動域・疼痛を確認し、別条件のテストへ切り替える

4. 次に確認すること

□ 同方向の別テスト □ AROM / PROM差 □ 受傷機転 □ 神経学的所見 □ 医師相談・画像評価 □ その他

5. 再評価条件

体位 開始角度 抵抗条件

追うテスト 疼痛 NRS ____ / 10

6. 総合所見・次の対応

注意：本シートは診断ツールではありません。単一テストの結果だけで腱板断裂の有無を判断せず、問診・ROM・筋力・複数の身体所見を組み合わせて解釈してください。急性外傷後の明らかな挙
上不能・保持不能、骨折・脱臼・神経障害が疑われる場合は、追加の誘発テストを繰り返すより医師への相談・画像評価を優先します。
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